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最先端研
究
探
訪
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材
﹈

持続可能な地域の在り方を探る
エコノミックガーデニングによる地方創生
総合科学部 教授 段野 聡子（だんの さとこ）

企
業
や
自
治
体
、
地
域
の
経
済
団
体

な
ど
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
、
そ
こ

に
ゼ
ミ
生
も
加
わ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

会
を
き
っ
か
け
に
企
業
に
興
味
を
持

ち
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
を
考
え
る
学

生
も
い
る
そ
う
。

「
例
え
ば
『
ふ
と
ん
の
タ
カ
ハ
シ
』

さ
ん
は
、
社
員
同
士
で
感
謝
を
伝
え
合

う
『
サ
ン
キ
ュ
ー
カ
ー
ド
』
を
導
入
す

る
な
ど
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
楽
し
く
て
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
会
社
で
す
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
の『
と
き
わ
』さ
ん
は
、

社
員
の
提
案
や
意
見
を
も
と
に
経
営
を

進
め
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
企
業
。
現
場
の

意
見
を
重
視
し
、
そ
れ
が
企
業
の
方
針

や
戦
略
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
持
つ

の
が
特
徴
で
す
。
個
々
の
能
力
が
高
く

な
い
と
成
り
立
た
な
い
形
態
で
、
組
織

力
も
す
ご
い
。

徳
島
県
は
こ
う
し
た
優
良
企
業
が
多

い
と
い
う
こ
と
を
情
報
発
信
し
て
い
く

の
も
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

な
の
か
な
と
思
い
ま
す
」。

情
報
発
信
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー『
O
S
A
T
O
』

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
広

め
る
た
め
の
地
元
企
業
の
情
報
発
信
に

一
役
買
っ
て
い
る
の
が
、
段
野
先
生
の

研
究
室
の
ゼ
ミ
生
た
ち
が
立
ち
上
げ
た

徳
島
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
『
株
式

会
社
O
S
A
T
O
』
で
す
。

現
在
、
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
た
ゼ
ミ

の
卒
業
生
は
会
長
と
な
り
、
4
年
生

が
社
長
を
務
め
て
い
る
の
だ
と
か
。

『
O
S
A
T
O
』
は
学
生
の
視
点
か

ら
、
企
業
の
魅
力
を
紹
介
す
る
動
画
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
作
成
、
商
品
開

発
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、

情
報
発
信
を
通
じ
て
中
小
企
業
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
学
生
が
情
報
発
信
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
同
じ
立
場
で
学
生
の
心
に
響
く
も

の
を
作
れ
る
こ
と
。
学
生
が
地
域
に

入
っ
て
企
業
を
深
く
知
る
こ
と
で
、
就

職
の
際
、
県
内
企
業
に
目
を
向
け
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
」。
今
後
は
地

域
経
済
論
の
受
講
生
も
企
業
を
訪
問

し
、取
材
を
行
う
予
定
だ
と
い
い
ま
す
。

植
物
を
育
て
る
よ
う
に

中
小
企
業
を
支
援
し
、は
ぐ
く
む

E
G
と
い
う
手
法

地
元
企
業
や
地
域
産
業
の
発
展
に
よ

り
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す 〝
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
（
E
G
）〞。

地
域
を
「
土
壌
」、
中
小
企
業
を
「
植

物
」
に
見
立
て
、
庭
木
を
育
て
る
よ
う

に
地
域
経
済
を
手
間
暇
か
け
て
育
て
て

い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

1
9
8
0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
コ

ロ
ラ
ド
州
リ
ト
ル
ト
ン
で
始
ま
っ
た
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
、
雇
用

は
2
倍
、
税
収
は
3
倍
と
い
う
成
功
を

収
め
、世
界
的
に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

大
企
業
誘
致
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

地
元
中
小
企
業
を
資
源
と
捉
え
、
そ
の

魅
力
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
で
地
域
経
済

活
性
化
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
い
う
、
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
日
本
で

も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
E
G
の
先
進
地

徳
島
県
鳴
門
市

こ
の
手
法
を
日
本
で
い
ち
早
く
取
り

入
れ
た
の
が
、
徳
島
県
鳴
門
市
。
鳴
門

市
で
は
2
0
1
2
年
に
産
学
公
民
金

が
連
携
し
て
「
E
G
鳴
門
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
運
営
に
つ
い
て
は
公
共

政
策
や
経
済
学
を
専
門
と
す
る
段
野
先

生
に
も
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

「
学
生
は
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が

で
き
る
企
業
か
、
自
分
の
意
見
を
聞
い

て
も
ら
え
る
企
業
か
な
ど
、
働
き
が
い

や
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
真
剣

に
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
企
業
が

徳
島
に
も
あ
る
と
分
か
れ
ば
、
徳
島
県

に
残
っ
て
も
ら
え
る
は
ず
。
在
学
中
に

で
き
る
だ
け
地
元
企
業
の
魅
力
に
触
れ

る
機
会
を
作
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
」。

社
会
人
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
は

7
月
開
講
！

段
野
先
生
は
2
0
2
4
年
か
ら
始

ま
っ
た
社
会
人
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
『
と
く
し
ま
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
キ

リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
』
で
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」
や
「
人

を
大
切
に
す
る
経
営
学
」
な
ど
も
担
当

し
て
い
ま
す
。
経
営
者
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
層
も
多
く
受
講
し
、
異
業
種
交
流
会

の
よ
う
な
雰
囲
気
な
の
だ
と
か
。　

「
企
業
の
方
に
は
ど
ん
ど
ん
大
学
に

入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。
共
に
学
び
、
連
携
し
、
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
徳
島
県
の
中
小
企
業
や
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
が
促
進
さ
れ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
外
部
企
業
の
誘
致
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
地
元
企
業
の
力
を
高
め
る
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
雇
用
創
出
や
産
業
の

鳴
門
市
で
は
2
0
1
6
年
に
中
小

企
業
の
支
援
条
例
を
策
定
し
、
市
職
員

が
年
間
1
0
0
社
以
上
の
企
業
を
訪

問
。支
援
金
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。「
業
績
の
向

上
に
繋
が
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
る
一

方
、「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
知
ら
な
い
」
と
い
う
企
業
も
多
い
と

い
い
ま
す
。

「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は

体
系
化
さ
れ
た
手
法
で
は
な
い
た
め
、

各
地
で
そ
の
土
地
に
あ
っ
た
や
り
方
が

模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
神
奈
川

県
寒
川
町
で
は
行
政
職
員
だ
け
で
な

く
、
地
域
経
済
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い

う
中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
を
も
っ
た

専
門
家
も
一
緒
に
訪
問
し
、Face to 

Face

の
伴
走
型
の
支
援
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

中
小
企
業
の
支
援
の
あ
り
方
も
含

め
、
企
業
が
抱
え
る
労
働
問
題
や
生
産

多
様
化
も
期
待
で
き
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が

増
え
れ
ば
、
地
域
産
業
の
発
展
に
も
貢

献
で
き
る
。
県
全
体
の
魅
力
が
向
上
す

れ
ば
、
若
者
の
定
住
の
促
進
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
」。

今
後
は
阿
南
市
で
も
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
導
入
さ
れ
る
予
定
。

徳
島
県
が
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
最
先
端
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

性
の
向
上
と
い
っ
た
課
題
解
決
の
た
め

に
は
、
大
学
や
経
済
の
専
門
家
、
地
域

の
経
済
団
体
、
銀
行
な
ど
が
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
。
中
小
企

業
を
地
域
の
資
源
と
考
え
、
そ
の
魅
力

を
み
ん
な
で
掘
り
起
こ
し
、
経
済
の
活

性
化
に
繋
げ
る
た
め
に
産
学
公
民
金
が

連
携
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作

り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
こ
と
で
、
成
果
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
勉
強
会
を

き
っ
か
け
に
地
域
企
業
へ

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
学
生
も

段
野
先
生
は
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、
2
0
2
1

年
か
ら
勉
強
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

段野先生の研究室では、行政機関や企業を訪問し、政策や
財務状況について、ヒアリングやアンケート調査を実施。講義
で習得した理論を実社会に応用し、課題を分析し、よりよい政
策や経営のあり方を考えています。

2025年3月1日は「第2回 地域
経済活性化のための人財育成－
エコノミックガーデニング（EG）の
知見から－」を開催。EG寒川、EG
京都、EGおおさか、EG鳴門など
EGに取り組む人たちが全国から
集まり、「エコノミックガーデニング
施策における自治体の取り組み」
について発表しました。

日本各地のEG実践地に取材し、調査結果を発表した公共政策コース4年の鈴江ひか
りさん。鳴門市の126社を対象としたアンケートから、設立年数10年未満の企業は支
援制度をよく活用しているが、20年以上30年未満の企業の活用率は低く、企業から手
続きの簡略化や専門家による適切なアドバイスを求める声があったことなど、EGに関す
る考察と提言を行いました。

シンポジウムに参加したゼミ生
の皆さん。段野先生の講座を
受けてみたいという社会人は
5月から募集がはじまる『とくし
まビジネスリスキリングスクー
ル』をチェック!


